
 

 

 

 

 関東六華会会員の皆様におかれましては、ご健勝

のこととお喜び申し上げます。同窓会支部活動に対

して日頃から温かいご支援、ご協力を賜わり心から

厚く感謝申し上げます。 

母校苫工は、大正１２年（1923）3月 5日に道内 

３番目の工業学校として設立許可を得て、今年創立

１００周年の大きな節目を迎えました。１０月１４

日には、１００周年記念式典並びに記念祝賀会が開

催される予定となっており、盛大に執り行われるも

のと期待しております。 

会員の皆様には、令和２年・３年に１００周年記念

事業のご寄付をお願いしたところ、目標額５０万円

を超える６１万円のご協力を頂きました。会員の皆

様の母校への想いのご寄付を頂き、心より感謝申し

上げます。ありがとうございました。 

創立１００周年記念事業協賛

会の記念事業に有効に使って

頂き、在校生はもとより将来

苫工に入学される生徒達の教

育環境を更に向上させ、未来

に向け大きな希望や夢を抱い

て頂こうと思います。 

コロナ禍の中、昨年度は以

下の活動を実施しましたので

ご報告いたします。 

１）事業計画予定の幹事会、

四役会を実施。 

２）６月１８日、３年ぶりに銀座ライオン７丁目店

にて総会・懇親会を開催。会員と来賓を含めて、４

３名の皆様にご出席頂き無事実施いたしました。 

なお、総会の役員改選につきましては、１００周年

記念事業終了を待って来年度（令和 6年度）に行う

ことにいたしました。役員一同残された在任期間を

会の発展に尽くして参ります。 

懇親会は来賓として本部田中会長、苫小牧市東京

事務所笹村所長、西高関東樽前会遠藤会長、苫高専樽

前会関東支部大竹支部長、苫東高白三会東京支部林

事務局長の皆様にご出席いただき大いに盛り上がり

ました。参加していただいた皆様から「参加して良か

った」との話を聞いて、やはり１年に一回は皆で集ま

り盛り上がることが会の発展には必要と改めて感じ

ました。 

３）恒例行事になった「関東六華会親睦ゴルフコン

ペ」を１０月３日４組１３人の参加で南総ヒルズ

C.Cにて開催しました。前泊で懇親会（前夜祭）も開

催され、料理、酒は持込みで美味しい手料理と旨い酒

で会話は弾み、大いに盛り上がりました。この時間が

最も楽しい時間で幸せを感じる時間です。 

翌日のゴルフも天気は晴れて楽しくプレーすること

が出来ました。 

４）１１月１９日、「散策の会」は１２名の参加で開

催されました。春日部駅に集合して、『江戸（東京）

を守る治水大事業』をテーマにマイクロバスとマイ

カーにて「首都圏外郭放水路」を見学、国道１６号線

直下の地下５０m、直径１０mのトンネルが６.３km

と５本の立坑で繋がり、大雨降水時に調圧水槽に貯

めた水を江戸川に流す仕組みで、浸水被害を大幅に

軽減されたとの説明を受けました。その調圧水槽は

ギリシャ神殿に出てくる神殿そのもので、一度は訪

れて見たかった必見の場所でした。 

その後、野田市関宿にある終戦時の総理大臣・鈴木

貫太郎記念館、関宿城博物館

を見学、最後は日本最大の渡

良瀬遊水池へ、埼玉、群馬、栃

木、茨城の各県に面した広大

な遊水池でした。穏やかな天

気に恵まれ、春日部駅前で行

われた打ち上げは盛り上がり

実り多い 1日でした。 

５）１２月３日に「忘年会」を

開催しました。１８人の有志

が「銀座ライオン 7 丁目店」

に集まり、令和４年の締めと

来年の創立１００周年記念の年に向け大いに盛り上

がりました。≪詳細はホームページを参照下さい≫ 

 

今年度は、６月１７日（土）に総会・懇親会、１０

月２日（月）に第 3 回関東六華会ゴルフコンペ、１

１月１８日（土）は散策の会、１１月末には忘年会を

開催する予定です。ホームページでもご案内します

ので、多数の皆様のご参加をお待ちしております。 

なお、１００周年記念として関東六華会「記念バス

タオル」を作成中であり、総会・懇親会出席者に配布

したいと考えています。 

今後も新時代に対応できる「関東六華会」を目指し

て「母校の誇りと同窓会の絆」を信条に、幹事一同結

束して取り組んで行きたいと思いますので、引き続

き皆様のお力添えをよろしくお願い申し上げます。 

”母校の創立 100周年を 

       迎えてさらなる絆を” 

 苫工同窓会支部「関東六華会」会長 石堂 鉄雄  
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苫小牧工業高校は、工業技術者の育成を目的に、

１９２３年（大正１２年）に苫小牧東小学校の一部

を仮校舎として１２７名の入学生を迎えて開校して

おります。  

「質実剛健」を教育の基本に据え１９８３年（昭和

５８年）現校舎のある高丘に新校舎を建設移転し、

これまで２８，０００人余りが全国で顕著に活躍す

る卒業生を輩出してきました。 

 ２０２１年１０月１４日、学校・ＰＴ

Ａ・定時制後援会・同窓会の各組織によ

り、創立１００周年記念事業協賛会が設

立され、２０２３年１０月の記念式典に

向け協賛事業や募金活動の準備を進めて

行くことになりました。 

 しかし、コロナ禍で同窓会総会や協賛

会の運営にも影響が出てスケジュールの

遅れが生じましたが、各組織の代表者会議や協賛会

役員合同会議を重ねて式典・祝賀会の日程及び協賛

事業内容などを提案、常任理事会は「書面」決議を

もって承認して頂く

ことで進めて参りま

した。 

◎記念行事として  

①記念式典・祝賀会の開催  

②記念誌の発行  

③同窓会１００周年記念会員名簿の制作 

◎記念事業として  

①１００周年記念碑の建立（校舎正面入口付近） 

   地元の金属工芸家による高さ４ｍのモニュメント。 

   生徒の希望や未来へ羽ばたくイメージを持つ「翼」 

   を生徒によるアイデアを出発点にした１００周年 

の伝統を表す記念碑。 

②体育館ステージ幕及び遮光カーテンの更新 

③室内練習場の改修  

④各部活動の助成 

以上が協賛事業内容であり、会員並びに企業の皆様の

ご協力を得て募金目標を達成し、全てに対応して参り

ます。 

この募金に対して、免税措置を受けるべく

札幌国税局と協議を重ね、最終的な書類提

出まで半年を要し、「募金趣意書」の会員・

企業への発送がずれ込んでしまい、今年 7

月末までの募金活動を実施しているところ

であります。 

 １００周年を迎えるに当たり、広く一般

市民にも周知を図るべく、校舎敷地南側道

路沿いに「１００周年を祝う」看板を設置いたしまし

た。このデザインは生徒に募集を呼びかけ数点の中か

ら選び採用したものです。 

さて、１０月１４日の

式典は、会場の広さ及

びコロナ禍の対応とし

て入場制限をして、来

賓者・関係者・在校生を優先とします。 

会員の皆様には祝賀会に大勢の方の出席をいただ

き、１００周年のお祝をお願いするところです。 

当日は、皆様方にお会いすることを楽しみにしており

ます。 

 

 

2023年 4月 20日 

苫工同窓会 関東六華会 会報 

我が母校の創立 100周年記念事業を迎える 
苫工同窓会本部幹事長 柏倉 幸一 
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資料を見入る皆さん                  初参加の皆さん 

                                  林さん          中谷さん          千葉さん      松山さん   
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2023年 4月 20日 

菅原幹事(司会)  篠原幹事長       石堂会長        田中本部会長   笹村苫小牧市   林 苫東高白三会   遠藤苫西高  大竹苫高専樽前会 

                                     東京事務所所長 東京支部事務局長  関東樽前会会長 関東支部支部長 

 

 活  動  状  況  報  告                来賓の皆様 

 

令和４年度 関東六華会 総会・懇親会 （６月１８日：銀座ライオン７丁目店６階） 
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2023年 4月 20日 苫工同窓会 関東六華会 会報 

上段左から  瀬谷（s50機:幹事） 

 伊藤（s38電:監査役）大日向 

（s35電）櫻井（s38通:幹事） 

 

中段左から  早坂（s35土）阿部 

（s36機）山崎（s35工）中谷 

（s35機）馬渕（s39電）吉田 

（s39電:副会長） 

 

下段左から  遠藤 苫西校関東樽 

前会会長 笹村 苫小牧市東京 

事務所所長  川上（s28工)  田中 

本部会長（s33土)  石堂会長 

（s39土） 大竹 苫高専樽前会 

関東支部支部長  林 苫東高白三 

会東京支部事務局長 

 篠原幹事長の音頭で 校歌・応援歌斉唱                                                                                                                                                         

乾杯の音頭 川上顧問                                                                                                                               最年少の 松田さん   
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上段左から 福澤(s45機:副幹事長） 

菅原（s45機:幹事）三浦（s60機 

:幹事）佐々木（s45機）三上 

（s49土）千葉（s44建）松山 

（s56電子） 

  

中段左から 橋本 拓（s43電子） 

大澤（s43電:幹事）松崎（s43土 

:幹事）橋本 雅（s43電子:幹事） 

松平（s43機）田中（s43建） 

翠（s43建）小野寺（s45電 

:幹事）野本（s43機:幹事） 

 

下段左から 三橋（s41工:幹事） 

村田(s40電）林（s42土）南部 

（s41建:幹事）二ッ屋（s42機） 

山際（s41電）篠原（s43土 

:幹事長）松田（h4土） 

集合写真 1（来賓と共に） 

集合写真２ 

               第二部 懇親会・乾杯でスタート 

人気イベントの抽選会       校歌・応援歌斉唱 来年も元気でお会いしましょう！ 

・ 

お疲れ様でした 

司会:瀬谷幹事 中締:阿部顧問 



 

 

 

蒲原勝美さんは苫小牧に近い漁港・虎杖浜の出身。 

昭和３８年苫工電気科卒業、雪印乳業(株)入社、東京

本社の電気技術者から製造工場の課長、工場長を経

て関連会社の社長を歴任した。学生時代から始めた

「油絵」は社会人になっても続けられた。在任中に全

国組織の美術団体「等迦会」に入会、等迦会では各種

の賞を得て活躍。現在、会長の任にある。 

蒲原画伯は生まれ育った北の海に強い愛着があり、 

絵は「海・船・山・雪」をモチーフとした風景画が 

多い。彼の「海」の絵は何度見ても飽きず“故郷”が

見える。 

今回寄贈される「北の岬」は第５１回等迦展で「文

部科学大臣賞」を受賞した絵（油彩 100 号）で北海

道の冬の海を描いている。永年の努力の結集である。

この傑作は苫工創立１００周年に誠に相応しい絵で

あると確信しています。  

 彼とは職場を共にした長い付き合いです。彼は明

るく人付き合いがよく誰からも好かれており、我々

職場仲間は今でも「カンチャン」と呼んでいます。 

 

 

 

 

 

これが時々失敗します。元上司と等迦展に絵を見に

行った折、受付の方に「蒲原君を呼んで下さい」とお

願いしたら「蒲原先生をお呼びします」と言われてカ

ンチャンを人前で君付けで呼んだらマズイと思い、

その後は気を付けるよう注意していますが、蒲原君

とはそんな仲です。 

母校創立１００周年に当たり関東六華会のお祝品

として蒲原君の「北の岬」を寄贈するとの決定に心か

ら喜んでおります。役員の皆様に感謝申し上げます。 

   記：坂本敏弘( s31電）前関東六華会会長 

“活躍する苫工同窓生” 

画伯 蒲原勝美さん（s38電気） 

2023年 4月 20日 苫工同窓会 関東六華会 会報 

作品「嵐の予感」前で雨野,駒米,山崎,坂本（筆者）,吉田の各氏 

「はかる」をキーワードに事業を展開 

建設計測技術・機器の開発 

地図に関連する情報システムの開発 

測量・計量・設計製図用品の販売 

有限会社ネットライズ 代表取締役

新スポンサーの紹介  有限会社 ネットライズ 様が、新たに広告スポンサーを受けて戴けることになりました。 

現社長の二ッ屋清一さんは、苫工を卒業後に千葉工業大学 精密機械工学科に進学され、１９７１年に測定機 

メーカーに入社、以来３０年にわたり営業及び製品開発に携わりました。２００２年９月、地図に関連する情報シス

テム(GIS)の開発、建設計測技術・機器の開発会社を設立して、現在 21年目を迎えております。 

 

http://netrise.co.jp 〒103-0004 東京都中央区東日本橋 1-3-5 三光ビル 3F Tel : 03-5856-3008 Fax : 03-3865-1282 

 

 

二ッ屋 清一（機械 42年卒） 
ふたつや 
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「光る海」をバックに蒲原画伯 

北の岬 



 

１１月１９日１０時、春日部駅レンタカー店前に集 

合し、菅原さん運転のマイクロバス、桜井さんのマイ

カーで１２名が参加しました。 

最初は、首都圏外郭放水路を見学しました。資料館

の説明員から平成１２年７月台風３号の大雨被害と

平成 1６年１０月の台風２２号の状況を資料にて説明

され、1６号線の直下に地下５０ｍ、直径１０ｍのトン

ネル（６.３km）と 5本の立坑で繋がり、調圧水槽に貯

めた水を巨大なポンプで江戸川に流す仕組みによっ

て浸水被害を大幅に軽減させたことに非常に驚きま

した。中川から綾瀬川は、８

０ｋｍの距離で高低差２０

ｍという水が溜まりやすい

皿のような地形で絶えず洪

水に悩まされていたそう

で、各家々には軒下に小舟

が吊られていたといいま

す。総工費２，３００億円の

費用対効果ですが、浸水戸

数を大幅に減らし、杉戸町

に産業団地、春日部にイオ

ン、越谷にレイクタウンな

どが出来、町が新しくでき

る計り知れない効果を上げ

たと説明を受け、大事業の効果に改めて驚きました。 

資料館の説明が終わり、１１

６段の階段をゆっくり降りた

先の調圧水槽は、まさにギリシ

ャ神殿に出てくる神殿そのも

のでした。第５立坑から第 1立

坑へトンネルを流れてきた水

の勢いを弱め、スムーズに江戸

川に流すための巨大なプール

（長さ 177m・幅 78ｍ・高さ 18

ｍ）でした。もし私一人だけし

かいなければ、大声で叫んでその反響を聞きたい衝動

にかられました。 

この地下神殿の天井は、グランドになっており、子供 

達がサッカーを楽しんでいるのをみて遠く異国の地

では戦場になっており、日本はいつまでも平和であっ

てほしいと思いました。 

鈴木貫太郎記念館では、２．２６事件の生々しい奥

さんの録音インタビューを聞きました。言論を銃で圧

殺する行為は、許されませんが、３発の銃弾を受けな

がらもよく回復して、終戦時の総理大臣なったと思い

ました。昭和天皇の幼少期の世話係だった奥さん、侍

従長だった鈴木さん、この時代の天皇との信頼関係が

基礎になったと思われる終戦時のドラマチックな裏

舞台が説明され、初めて聞く話だけに大変興味深く勉

強になりました。 

この後、けやき茶屋で

の昼食、関宿城博物館を

見学し、渡良瀬遊水地へ

と向かいました。この遊

水地では、桜井さんから

足尾銅山の鉱毒被害から

流域の農民を救うため命

をかけて時の政府と闘っ

た田中正造の姿が語られ、

感銘を受けました。また、

この遊水地の建設のため、

谷中村が強制的に壊滅さ

れていく悲劇があったことに時の権力者の恐ろしさ

を感じました。 

昔は渡良瀬川と利根川の合流

地点に中条提という自然遊水地

がありましたが、上流と下流との

紛争で閉めざるを得なくなり、こ

の遊水地を造らざるを得なくな

ったそうです。この遊水池展望台

（ウォッチングタワー）の橋脚部

上部に、私の背丈の３倍以上もの 
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散策「江戸（東京）を守る治水大事業」に参加して 

                   ｓ43 土 松崎利信 
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有限会社 三興エンジニアリング 
 

管・消防施設・土木・建築工事 

代表取締役 鈴木 正夫  （機械 43 年卒） 

 
〒373-0035 群馬県太田市藤久良町 48-49 

 ℡：0276-31-3499  E-mail：sankoeng035@ad.wakwak.com 

 

後列：伊藤(s38電) 松崎(s43土) 三橋(s41工) 櫻井(s38通)  

石堂(s39土) 菅原(s45機) 田中(s43建) 松平(s43機) 二ッ屋(s42機) 

前列：吉田(s39電) 篠原(s43土) 大澤(s43電) 

 

  

“地下神殿“にて 



高い所に、２０１９年１０月の台風１９号による洪

水時水位と記された標識がありました。渡良瀬遊水

池は、外周がほぼ

山の手線と同じ

ぐらいの広さが

あり、流域幅を考

えるとこの洪水

の激しさを想像

して恐ろしくな

りました。 

またこの遊水

地は、静かなバー

ドウオッチの穴

場になっており、この日も望遠レンズのカメラで小

鳥の姿を覗くカメラマンの姿が大勢おりました。一

日中穏やかな晴れの天候に恵まれ、大変楽しく、私

的には知的レベルが若干上がったような気がする

一日でした。 

菅原さん、運転お疲れ様でした。桜井さん、資料

作成・観光ガイド、運転ありがとうございました。 

 

令和４年１０月３日、関東六華会親睦ゴルフコン

ペが開催されました。 

秋晴れで絶好のゴルフ日和となった南総ヒルズ CC

（千葉県富津市）に、３組・１３名の精鋭が集い、

石堂会長の始球式で東コースより六華会親睦ゴルフ

コンペ２０２２がスタートしました。 

朝方は清々しい空気も、太陽が顔を出す頃には気温

も上昇し、高齢者集団には厳しい気象条件となりま

した。ランキング方式を従来の新々ペリア方式から

ペリア方式のカットなし、ハンデの制限なしとして

「はまれば」誰もが上位を狙えるという意外性を持

たせた方式としました。そんな中、グロスは３桁と

なったものの高ハンデをゲットした橋本さんが見事 

優勝しました。準優勝は超高ハンデで超高グロスを

帳消しにした南部さんが入りました。３位にはネッ

トで同スコアも年齢で勝った松崎さんが入り、それ

ぞれ賞金を手にしました。 

高額賞金を手にした橋本さんと南部さんからは、パ

ーティにてメンバーに恵まれて楽しく廻ることが出

来ましたと受賞者の弁がありましたが、同組でプレー

した世話役の福澤さんは大変疲れましたと感想を述

べていました。 

今回も１０名の前泊者が菅原シェフの美味しい料

理で沢山のアルコールを消費し、会話も弾んで楽し

いひと時を過ごしました。翌朝早いスタートに備

え、何方かの酩酊前にお開きとしました。 

石堂会長、篠原幹事長、櫻井幹事、三橋会計担当、

二ツ屋さんからは美味しいお酒・肴・デザートなど

を沢山提供して頂きました。本紙面をお借りし厚く

お礼申し上げます。 

参加者の高齢化も進み、本コンペがいつまで続け

られるかは分かりませんが、少しでも長く続けたい

と思っております。次回以降も是非皆さんのご参加

をお待ちしております。 

〔記：幹事役：篠原和行、菅原雅和、福澤光男〕 

 

 

 

 

2023年 4月 20日 苫工同窓会 関東六華会 会報 

ウオッチングタワー 

 

「関東六華会・懇親ゴルフコンペ」を開催                   

後列：松崎(s43土)、篠原(s43土)、二ッ屋(s42機)、 

櫻井(s38通)、石堂会長(s39土)、三橋(s41工)、南部(s41建)、 

伊藤(s38 電)、福澤(s45 機) 前列：大澤(s43 電)、橋本(s43

電子)、松原(s43土)、菅原(s45機) 

 

 

s 
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町田市南成瀬 5-1-7中島ビル 

℡042-785-4777 

営業：17:00～  定休：木 

 

盛太 
ＳＥＩＴＡ 

 

ちゃんこ  
 



  

Ｓ３９土木 クラス会を開催しました 

３月１１日（土）、上野の銀座ライオン西郷館にて、道外

在住者のクラス会を開催しました。 

４年ぶりの開催となりましたが、皆さん喜寿を迎えた

割には元気が良く、これからは毎年やろうと盛り上がり

ました。               記：石堂鉄雄 

 
Ｓ３８電通 同期会開催しました 

３月２３日、４年ぶりの同期会を開催しました。 

今回も歴史散策「神田上水史跡と神田川クルーズ」を

兼ねた同期会を予定しましたが、８０歳間近の我ら同期

会メンバーにも、この 4 年間は思い以上のインパクトが

ありました。感染症の恐れや体力不安、治療入院中など

で 3 名が欠席（神田さん、後藤さん、蟹谷さん）、３名だ

けの参加（中山さん、桂田さん、櫻井）になってしまいま

した。 

しかもこの日は強風雨のため神田川クルーズも欠航

となり、急遽、同期の伊藤捷憲さん（ｓ３８電）に応援参加

を頂き、八重洲エキナカ居酒屋で昼呑みの懇親会にな

りました。我々のメンバーは４年ぶりの再会ですが、桂

田さんと応援参加の伊藤さんとは５０数年ぶりの再会な

ので、話は尽きず昔ばなしに大盛り上がり、気付いたら

３時間半も粘っていた様です。 

少人数でしたが大満足の飲み会でした。 

今年は苫工創立１００周年、6月 17日の関東六華会 

の総会・懇親会での再会を約して解散しました。 

                    （記：櫻井武春） 

 

今年秋の散策は「八王子千人同心と新選組」と題

して二部構成でご案内したいと思います。 

八王子千人同心は、徳川家康が関東西の防御のた

め、甲斐武田や小田原北条の旧家臣や残党を許し、

旧武田家家臣の猿楽師であった長安（後の大久保長

安）に命じて半農半士の「闘

う農民集団」を組織化した。

その組織は甲斐口の防御に

止まらず蝦夷地開拓・警備、

日光勤番（火の番）、将軍上

洛時の出張警備、長州征伐

出仕、大阪冬・夏の陣出仕、

東京湾防備など、江戸幕府

の守備隊として幕末まで活

躍しました。 

ふだんは鋤や鍬を振る

い、いざという時は刀に持ち替える、そんな古い形

の武士団が多摩では長く息づいてきました。寛永年

間には、実践重視の剣術である天然理心流がこの地

に伝わり、二代目近藤三助（八王子戸吹）の時、在郷

武士団である八王子千人同心に迎えられて広まった。 

苫工同期会便り ― 詳細ＨＰ参照 ―  

2023年 4月 20日 苫工同窓会 関東六華会 会報 

佐々木さん、石堂、藤谷さん、竹瀬さん、鎌田さん、上田さん 

 

伊藤さん（応援参加）、櫻井、 桂田さん、中山さん 

散策の会予告：「八王子千人同心と新選組」 

大久保長安 
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三代目近藤周助（町田）の時には日野宿佐藤彦五

郎、小野路の小島鹿之助など在郷の名主たちの入門

で一気に広まり、天保１０年（1840）、市ヶ谷柳町に

道場「試衛館」を開いています。 

そして、四代目近藤勇（調布）と引継がれ、土方歳三

（日野）、沖田総司（義兄日野）、井上源三郎（日野）

でお馴染み新選組の活躍と繋がります。 

 

○第一部 「松姫と八王子千人同心」  

 開催日 令和５年１１月１８日（土） 

 集合場所 9：30 ＪＲ高尾駅北口  

 散策ルート 10:00八王子城跡ガイダンス施設⇒ 

金照庵跡（上案下）⇒心源院⇒下原刀鍛治発

祥地、長屋門（千人同心原家）⇒＜昼食＞ 

13:00信松院⇒産千代稲荷神社⇒追分・千人町

⇒極楽寺・本立寺⇒桂福寺（戸吹町）⇒解散 

 

 

 

2023年 4月 20日 苫工同窓会 関東六華会 会報 

２０２３年３月１日、新ホームページをリリースしました。 

旧ホームページは２０１４年のリリースから９年を経過しました。セキュリティの脆弱性や総会・懇親 

会出欠届の文字化けなどで皆さんにご迷惑をお掛けしていること等も有り、新しいホームページを作成 

しました。①デザインを一新し見やすい画面に、②見たい記事を探し易く、③セキュリティの強化、 

④総会・懇親会出欠届等のお届けメールの文字化け対処、⑤運用費用の削減、⑥スマホ対応等の改善を 

図りました。なお、旧ホームページは総会・懇親会後の６月末まで並行して運用いたします。 

 

 

下原刀は折れず、曲らず、良く切れ、刃こぼれなし 

武州下原刀康重 
編集後記： 長かった自粛期間からやっと解放さ

れそうです。母校の創立１００周年記念を皆さん

でお祝いしましょう。私たちの今があることに感

謝して・・。総会・懇親会には大勢の方が参加し 

ていただけることを期待しています。 

○第二部 「八王子千人同心と新選組」 

開催日 令和 6 年度に催行予定 

散策ルート：日野駅⇒日野宿本宿⇒佐藤彦五郎新選 

組資料館⇒井上源三郎資料館⇒土方歳三資料館 

⇒高幡不動尊⇒近藤勇生誕地⇒龍源寺⇒解散 

（調布駅） 

＊第一部 参加申し込み （１０月末日まで事務局宛） 

   メール ⇒ jimukyoku@tomako.org  

ＦＡＸ ⇒ ０４７－３７３－３９５０ 

 

新ホームページに移行しました（関東六華会で検索） 
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